
災害発生のしくみ （ハインリッヒの五つの駒） 

直接原因 間接原因 

状
態 

行
動 

 

不
安
全 

状
態 

行
動 

 

※不安全状態を取り除くことが第一 
※不安全行動の防止は職長の監督、  
指示及び教育指導で！ 

間接原因 直接原因 

① ② ③ 

災
害 

事
故 

⑤ 

災
害 個人的欠陥 社会的 

環境的 
欠陥 
 

④ 

不
安
全 

状
態 

行
動 

 

社
会
的 

環
境
的 

欠
陥 

① ③ 

個
人
的
欠
陥 

② 

災
害 

⑤ 

事
故 

④ 

災害 



接触災害 

人 間 

機械 
 

接触 
 （災害） 

（設備） 

保護具の着用 

不安全状態 

不安全行動 

（人的欠陥） 

（物的欠陥） 
【資格】 
免許証 

技能講習修了証 
特別教育修了証 

構造規格 
安全装置の具備 
定期自主検査 
作業開始前点検 

なぜ法律は必要か！ 





安全運転の心得 
心身のコンディション （正確な判断） 

安全な服装 （作業に適した保護具） 

性能・機能を十分に把握 （取説熟
読、練習） 

法令・ルールを理解し、遵守する 

安全運転 



企業経営の社会性 

企業 
労働災害 
発生 

社会の信頼
に対する犯
罪である 

刑事責任 行政責任 民事責任 
追求される 

労働災害 労働能力低下 
非逆性（元に戻らない） 

不能（重度障害） 
死亡 

一生涯十字架を背負って生きていく 

労働災害によって失われた労働能力は回復しない 



生産第一 
 

品質第二 安全第三 

品質第二 生産第三 
 １９０６年 ＵＳスチール会社 ゲーリー会長 

●工場のレイアウトを思い切って替えた 

●運搬足高の短縮、安全道路、安全標識の徹底 

●機械にすべて安全装置を取り付けた 

『安全だけ唱えていれば他のことはいわなくても済む安全第一と
だけいっていれば商売は儲かる』 

【安全第一のいわれ】 

安全第一 
 



× × 

× 

人の側に荷が動く 

G G 

G 

二方向からの確認 

１５cm～２０cm 

× 

地きり 

重心よし！ ！ 

G 



労働安全衛生法の罰則 

安全衛生の措置 
就業制限・作業主任
者等に関する違反 

安全衛生管理体制 
労働者の遵守義務等
の違反 

法令等に基づく報告
せず、虚偽の報告 

罰
則 

６ケ月以下の懲役 
又は 

５０万円以下の罰金 
 

５０万円以下の
罰金 

 

５０万円以下の
罰金 

罰
則
規
定 

（１１９条） 

（１２０条） 

（１２１条） 

（１２２条） 



労働災害と企業責任 

刑事責任 

行政責任 

民事責任 

社会的責任 

・労働安全衛生法違反 
・刑法違反 

・労働安全衛生法上の使用停止命令 
 （作業・設備・機械の全部又は一部） 
･国、地方自治体による工事停止命令等 

･債務不履行責任 （安全配慮義務） 

･不法行為責任（過失により発生させた場合） 

･使用者、注文者、工作物の瑕疵責任 

・社会環境、世論、住民感情から求められる、

マスコミ等からの監視 



刑事責任 

労働災害 
発生 

監督署 

警 察 

検察庁 
（送検） 

安衛法違反 

刑法上の業務上 
過失致死傷罪 安全保持義務違反 

により発生 

事 項 内 容 処 分 

・労働安全衛生法違反 

（法第１１９～１２２条） 
・実行行為者と会社の両罰規
程 

・業務指示者の違反行為に対
し 

 て 

・労働災害の発生を要件とし
な 

い(予防責任) 

・実行行為者に加え、事業者 

（法人・社長）も罰則が適用さ
れる 

・刑法違反（刑法第２１１条） 
・実行行為者（現場責任者・職 

長等）のみ業務上過失致死傷
罪 

・法違反だけでなく、危険のた
め必要な注意義務を怠ったと
判断される場合 

・被害者の存在が要件 

（結果責任） 

・実行行為者が業務上過失致 

死傷罪に 



つり方による安全性の低下 

－３０％ 

減少なし 減少なし 

（Ａ） （Ｃ） 

エ
ン
ド
レ
ス
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ 

２本づり 

－５０％ 

（Ｂ） 

フ
ッ
ク
付

き －２５％ 

（Ｄ） 

－４０％ 

（Ｅ） 



つり方による安全性の低下 

あて物なし －５０％ 

鋭
い
角 

－５６％～６１％ 

－３０％ 

（Ｆ） （Ｇ） （Ｈ） 



読売新聞 

２００９･４･１５（水） 



読売新聞 

２００９･４･１５（水） 





ＫＯＢＥＬＣＯ 
ＲＫ ７０ 

１ ２ ３
４ 

ｋｏｎａｎ  

7
.
0
Ｔ 

ラフテレーンクレーン 



移動式クレーンのジブに働く力 

１ 

7
.
0
Ｔ 7

.
0
Ｔ 

圧縮荷重 

曲げ荷重 

7
.
0
Ｔ 

安定度で性能が
決まる 

ジブその他の強度で
性能が決まる 

ジブフートピンに対して、
モーメントとして働く 

ジブに対して、圧
縮力として働く 

作業半径 



ドス～
ン！ 

作業半径が大きい場合の過負荷！ 

作業半径が大きい 



作業半径が小さい場合の過負荷！ 

ドス～
ン 

作業半径が短い 

バキ！ 

ボキ！ 



ｋ ｏ ｎ ａ ｎ 
Ｃｒａｎｅ 

Ｋ Ｏ
ＢＥＬ
ＣＯ 

Ｒ Ｋ 
７０ 

１ 

7
.
0
Ｔ 

作業半
径 

7.0Ｔ 

衝突 

落下 



つり上げ荷重 

アウトリガー最大張出し 

最短作業半径 

つり上げ荷重 
（最大定格総荷重） 

１９．４ｔ １３．７ｔ 

５ｍ 

７ｍ 

１０ｍ 

７．０５ｔ 

１５ｍ 

３．６ｔ 

最短ジブ長さ 

最大傾斜角 

２５ｔ 



ＫＯＢＥＬ
ＣＯ ＲＫ ７０ 

１２３４ 

7.
0
Ｔ 

ｋｏｎａｎ  

7.0Ｔ 

５ｍ 

８ｍ １０ｍ 

５ｔ×５ｍ＝２５ｔｍ ５ｔ×10ｍ＝50ｔ
ｍ 

５ｔ×８ｍ＝４０ｔｍ 

モーメント A 

B 

８ｍ 

転 倒 

本体のモーメント
40tmに対して、
ジブBの状態では、
５０tmになり転倒
してしまう。 

５ｔ ５ｔ 

過負荷 
安定 

5ｔ 



ラフテレーンクレーン 

前方領域 

側
方
領
域 

後方領域 

側
方
領
域 



側方つり領域 

側方つり領域 

前
方
つ
り
領
域 

前方つりは危険 

空車時定格総荷重の２５％
以内で作業してください。 

後方でのクレーン作業は転倒の危険
がないので、無理をするとシャシフ
レームやジブの破損など重大事故の
原因になる。 

運転室 

旋回中心 

後方つり領域 

重心の安定領域 

つり方向（ジブ方向）と安定性 



つり方向（ジブ方向）と安定性 

後方＞側方＞前方領域の順に安定 

前方領域 

後方領域 

最も安定が悪い 

最も安定が良い 

重心の安定
領域 

側
方
領
域 

側
方
領
域 



後方領域 

クローラクレーン 
前方領域 

側
方
領
域 

側
方
領
域 



地盤と支持力 

広くて丈夫な敷板 

沈下 

スライド 

地盤の養生 

スライド 

ジャッキフロートにかかる
荷重は、作業領域（つり方
向）によって、変化する。 



移動式クレーンの転倒原因 

過負荷防止装置の機能を解除 
アウトリガーの沈下 

急激な起動・停止（慣性力） 

急旋回（遠心力） 

風の影響 

◆ 
 
！ 
 

◆ 
 
！ 
 ◆ 
 
！ 
 
◆ 
 
！ 
 ◆ 
 
！ 
 転倒 



３ 

7.0Ｔ 

巻上げ 





過負荷防止装置 

フック巻過防止装置 

①巻過ぎによるタワー、ジブ等の破損の防止 

②機械の転倒防止 

解除 

ジブが持ち上げら
れ後方へ転倒 

①過負荷によるタワークレーンの転倒防止 

②タワー等の破損防止 

解除 

転倒 



過負荷防止装置 
（３ｔ以上に装備） 

性能範囲を超える操作 

転倒・破損 

１）警報を発する（注意を促す） 
２）自動的に作動を停止 



表示部 モーメント１００％ 

入力信号 

アウトリガー設置状
態入力 

（最小、中間、最大張り出し等） 

 

ジブ作業状態入力 
（主巻き、補巻き、オフセット等） 

 

１ モーメント 

２ 限界荷重 

３ 実荷重 

４ ジブ角度 

５ ジブ長さ 

６ ジブ高さ 

７ 作業半径 

表示部 

自動停止命令、音声による警報 

ジブ伸ばし 巻上げ ジブ倒し 

過負荷防止装置 
・作業領域検出装置 

・総合モーメント検出装置 

・ジブ傾斜角検出装置 

・ジブ長さ検出装置 



過負荷（オーバーロード） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

定格荷重を
越える荷重 

定格荷重内の荷重 同一作業半径で
も起きる過負荷 

定格荷重を越える
荷を吊る 

当初は定格荷重内
でつり上げても、
作業半径の増大と
共に定格荷重を越
える 

乱暴な操作、
ショック、荷崩れ、
荷振れ等 

横引き作業 

縦引き作業（斜め
つり作業） 

傾斜地作業（作業
半径の増大） 

安定度の悪い方向
への旋回 

積荷を降ろしてい
る過程（総重量が
軽くなるため） 

◆         

   

 ◆  

 ◆  

 ◆  

 ◆  

 ◆  

 ◆  

 ◆  



１） ジブの起伏（倒し）の操作 

２） アウトリガーの沈下 

３） 旋回（急旋回）操作による遠心力の作用 

４） 風の影響 

５） 傾斜地に移動式クレーンを設置 

作業半径が大きくなる要因 

６） 箱形構造ジブのたわみ 

５） ラチス構造ジブのワイヤロープの伸び 


